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■守口地区・外島地区 公園整備計画図（案） 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《守口スポーツプラザ跡地》 

守口サービスセンターのリニュ

ーアルに優先的に取り組みなが

ら、今後の整備内容を引き続き精

査する 

《エントランス広場》 

・まちから守口地区・外島地区へ至る玄関口としての広場 

・公園～堤内地側までを案内するサインも配置し、まち側

とのつながりも強化。 

・サービスセンター側への見通しと緑の快適性も確保。 

《健康の小径》 

・まちから淀川へつながる小径を四季折々の表情を見せる

植栽で彩る。 

・ストレッチサインや背伸ばしベンチなどを配置する。 

《見晴らし広場》 

・堤防天端、サービスセンターと同じ高

さにあり、見晴らしと利便性の両方を

備えた広場。 

・多目的室の延長で野外での活動や作業

も可能。 

《自転車ラック》 

・自転車利用者の利便性

向上に寄与する。 

《サービスセンター管理事務所》 

・公園管理の中枢として必要とされる諸室及び規模を備える。 

・公園利用者も利用できる水洗トイレを設置する。 

《サービスセンター多目的室》 

・小学校２クラス程度の利用を想定した規模を備える。 

・さまざまな利用を考慮した、エリアを分割できる構造とする。 

《多目的広場》 

・使用休止中のテニスコートを除却し、これまで

守口地区、外島地区の周辺になかった多目的に

活用できる芝生広場とする。 

・各種のイベントでも使用が可能。 

・樹木による緑陰や、ベンチも適切に配置する。 
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 利用イメージ １．サービスセンター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

サービスセンター 

実施プログラムの例 

・移動水族館、移動動物園 

・淀川について学べるパネル展示 

・草木染ワークショップ等の各種体験教室 

・環境学習（屋内オリエンテーション等） 

・その他の河川及び河川敷に関わる各種利用 

  プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

サービスセンターと見晴らし広場 

別途公共事業による使用

整備の考え方  整備概要 

 ● 視認性を高めるため、外島地区やまち方面から視認しやすい形状

を検討する。 

 ● 見晴らし広場等屋外との連携を図れるプランを検討する。 

 ● カフェ等、利用者が憩える空間を整備する。 

 ● 環境学習や地域でのイベント等に活用できるような屋内空間を

確保する（小学校 2～3 クラス程度が収容できるスペース等）。 

 ・視認性を高めた建物意匠 

・屋外空間との連携 

・会議スペース（多目的ス

ペース） 

・公園管理事務所 



4 

 

 

利用イメージ ２．健康の小径 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  
 

整備の考え方  整備概要 

 四季折々の景観を楽しめる動線を整備する。 

 まちと川を結ぶバリアフリー動線を検討する。 

 まちからサービスセンターへの見通しと緑の快適性のバランス

に留意する。 

 体の動かし方の案内サインや健康遊具等、健康増進に役立つ施設

を整備する。 

 ・サービスセンターへの見通

しと緑のバランス 

・バリアフリー動線 

・体の動かし方サイン 

・健康遊具 等 

 

健康の小径 

実施プログラムの例 

・自然観察（野草、野鳥、昆虫等） 

・ストレッチや体操等 

・樹木観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別途公共事業による使用
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利用イメージ ３．エントランス広場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備の考え方  整備概要 

 ● まちから河川方面への玄関口としてふさわしい景観形成を図る。 

 ● 各種イベントや集会等にも利用できるスペースとして、広場空間

を設ける。 

 

 ・玄関口としての広がりのあ

る景観形成（広場空間の創

出） 

 

エントランス広場 

実施プログラムの例 

・地域での集会・イベント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別途公共事業による使用
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 利用イメージ ４．見晴らし広場 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 

整備の考え方  整備概要 

 サービスセンターの多目的広場やカフェと連携した屋外利用が

考えられるため、利便性を考慮した施設配置を検討する。 

 キッチンカーの誘致、マルシェ、各種体験教室等の開催が考えら

れ、そのための電源や照明、給水設備等について、常設もしくは

仮設での設置を検討する。 

 ・サービスセンターとの連携 

・インフラ整備の検討 

 

見晴らし広場 

実施プログラムの例 

・マラソン大会（スタート地点） 

・移動水族館、移動動物園 

・動物ふれあいフェスティバル 

・草木染めワークショップ等体験教室 

・ＢＢＱイベント、手ぶらＢＢＱ 

・レンタサイクル 

・キッチンカー等によるカフェ 

・朝市、マルシェ、フリーマーケット 

 

 

 

 

 

見晴らし広場から淀川方向を望む 

別途公共事業による使用
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利用イメージ ５．多目的広場 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  
 

整備の考え方  整備概要 

 ● 様々な健康増進や屋外スポーツ、各種レクリエーション等に利用

され、大人数でのイベントにも使用可能なことから、防塵や快適

性向上のため、芝生もしくはこれに代わる地被類での被覆を行う。 

 ● 長時間利用等も考えられるため、現在使用中止となっているトイ

レの改修もしくは新設も含め、トイレ環境の改善を図る。 

 ・地被類による被覆 

・トイレの改善 

・緑陰（樹木）の配置 

 

多目的広場 

実施プログラムの例 

・フィールド系スポーツの教室 

・ヨガ教室 

・凧揚げ大会 

・ピクニック、読書会等 

・朝市、マルシェ、フリーマーケット 

・犬のお散歩マナー教室＆ドッグラン 

・グラウンドゴルフ 

・ＢＢＱイベント、手ぶらＢＢＱ 

・動物ふれあいフェスティバル 

・音楽ライブ 

・イカダづくりと体験乗船  

 

別途公共事業による使用
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利用イメージ ６．陸上トラック 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

整備の考え方  整備概要 

 ● ジョギングをはじめ、様々な用途に活用されることが想定される

ことから、トラック部の舗装改善及びフィールド部の多目的広場

と同様なしつらえを行う。 

 

 ・トラック舗装改善 

・フィールド部の地被類によ

る被覆 

 

陸上トラック 

実施プログラムの例 

・スロージョギング等スポーツの教室 

・グラウンドゴルフ等スポーツの大会 

・マラソン大会（スタート地点） 

・自然観察（野草、野鳥、昆虫等） 

・自転車安全運転教室 

・犬のお散歩マナー教室＆ドッグラン 

・音楽ライブ 

・朝市、マルシェ、フリーマーケット  

 

 

 

 

別途公共事業による使用



 
 

 


